
 

 

 

 
     

 

１「塩の道」 

昔から、塩が取れる海と離れた山を結ぶ「塩の道」は、全国にいくつもありました。秋葉街道は、駿河

湾西岸の相良から掛川を通り、山の入り口の大中継地、森の町に入ります。三倉、春野までを秋葉街道と

呼び、さらに佐久間、水窪へ上り、信州（長野県）に向かう道を併せて信州街道といいます。終点の長野

県塩尻から日本海に至る千国街道と合わせると、日本で最長最古の「塩の道」として大変有名です。 

太平洋の海で採れた塩や魚等の海産物、森のお茶が、山を越えて信州（長野県）まで人や馬で運ばれま

した。「塩の道」は、商いの品物を担いで大勢の人が行き来する生活の道でした。 人々の往来は、信仰や

文化を伝え、政治、経済の情報を運ぶ交易の道として重要であったのです。 

２「信仰の道・・・全ての道は、秋葉山に通ず」 

江戸時代、戦がなくなり太平の世になると、人々の最大の敵は火災でした。秋葉山は、浜松市天竜区春

野町にある火の神様が住まう霊山です。山頂の秋葉神社は、全国に名をはせた「火伏せの神」で、火災除

けの神様、火事の見張り番として広く信仰を集めました。秋葉街道は、秋葉山参りに向かう信仰の道とし

て栄えていきました。森や三倉の町は、秋葉山の宿場町として、

参詣の旅人が多く泊まり、大変な賑いが見られたそうです。 

３「森の町」 

森の町は、大きな楼門や 36 の小寺を構え、小國神社に仕える

蓮華寺の門前町として、鎌倉時代の昔から市場が立つ町でした。

1577 年には、徳川家康が、「森市場」禁制という掟を掲げ、人々

が自由に商いをするようにしたため、森市場は復興し、大繁盛し

ていきました。山からは木材、炭、椎茸、お茶、海からは塩や乾

物、地元の農産物などがたくさん集まりました。「秋葉街道」を上る人々は、太田川の渡し船の船着場か

ら五軒町を経て、旅籠町（今の下宿）に入りました。ここが宿場の入り口で、本町・仲町・横町・新町と

上に登っていきます。江戸時代、1820 年には、旅籠 24 軒、商い屋 149 軒を数えたと記され、富の象徴

とも言える土蔵が町裏に 200 棟ほども建ち並んでいたそうで、当時の繁盛ぶりがしのばれます。「森の横

町 なぜ日が照らぬ 秋葉道者の笠のかげ」現在の仲横町を「横町」といい、秋葉山に参詣する旅人の頭

上の笠で道に日が当たらぬほどの混雑であったと伝えています。 

天宮神社の前を通り、城下に入ります。のこぎりの刃のようにギ

ザギザした形に建てられた家並みや秋葉山常夜灯も見られます。 

４「三倉の町」 

城下を抜け、元開橋を渡り、森の中心から３里半山に入ると三倉

の宿場町がありました。１里は約４㎞ですので、およそ 14 ㎞という

ことになります。街道沿いには、今も秋葉山常夜灯や道しるべが残

っています。当時は村人の手によって毎夜、灯がともされ、道行く

人々の案内役となっていました。三倉宿も森の町と同様に道の両側に、問屋や旅籠、茶屋が並び、道ゆく

人や旅人で賑わっていました。茶屋の「鶯餅」は大変有名だったそうです。 
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５「家康と三倉」 

徳川家康という人物は、三倉にもとても深い関係があります。戦国時代、この辺りでいくさが絶えない

頃、浜松城から春野町にある犬居城を攻めようとした家康は、敵に囲まれ大きな傷を負ってしまいまし

た。そのとき、矢部久右衛門という人が手当をして、家にあるくらの中に身をかくし、敵から守ってくれ

たのです。家康はたいそう喜び、お礼に三倉という名字と土地を与えました。以来、三倉と呼ばれるよう

になったということです。 

６「おわりに」 

森と三倉は、それぞれに町のよさを生かして、多くの人々の努力で賑わいを見せた歴史のある町です。

塩の道、信仰の道を通じて２つの地区はしっかりとつながり、人々のかかわりを大切にしてきました。こ

こに住む皆さんが、こうした歴史と土地のよさを知ることはとても大事なことです。これから成長して

いく中で、ふるさとを愛する気持ち、好きであるという気持ちを忘れずに持っていてほしいと思います。 

三倉小との交流活動 

 9月 11日(火)に三倉小との交流活動を行いまし

た。それぞれの学級で自己紹介やアイスブレーキング

（打ち解けるためのゲーム等）を行ったり、一緒に授業

を行ったりしました。始めは緊張気味だった三倉小の

友達も、多くの子たちとふれあって、親睦を深めることができました。 

奉仕活動 ありがとうございました！ 

9月 10日(月)、天理教森町分教会の皆さんが奉

仕活動で校内の除草作業をしてくださいました。大変

蒸し暑い中、夏の愛校活動だけでは十分に除草でき

なかった場所をきれいにしていただきました。お陰

で、とてもすっきりしました。ありがとうございました。 

10月の行事予定 日 曜 行      事 給 

日 曜 行      事 給 
17 水 読み聞かせ 集団下校 Ｓﾀｲﾑ 

「種をまこう」朝読書会 2 年 

○ 

1 月 課外活動 Ｓﾀｲﾑ SSW ○ 18 木 B 日課 4 時間授業（１～5 年）  

運動会準備（6 年生） SSW  

○ 

2 火 課外 運動会全校練習② 

応援団練習（昼） 

○ 19 金 Ｂ5 日課 ○ 

3 水 袋井北・森地区音楽発表会（4 年） 

Ｓﾀｲﾑ 

○ 20 土 校内運動会 弁当持参 弁 

4 木 陸上選手を励ます会 課外 

保育園と交流 1 年 スーパー見学 3 年 

○ 21 日 運動会予備日①  

5 金 校納金振替日 課外 Ｓﾀｲﾑ 

音楽発表会予備 運動会全校練習② 

応援団練習（昼） 

○ 22 月 運動会予備日② 

週休日の振替日 

 

8 月 体育の日 

 
23 火 「祭典について」(祭典本部講話） ○ 

9 火 課外 運動会全校練習② 

応援団練習（昼） 

○ 24 水 英語活動（藤田先生）2 年 

ＳＣ Ｓﾀｲﾑ 

○ 

10 水 Ｓﾀｲﾑ 袋井・森地区陸上大会(6 年) ○ 25 木 薬学講座 6 年 生活科探検 1 年 ○ 

11 木 陸上大会予備日 6 時間授業開始(3 年生) ○ 26 金 委員会活動 Ｓﾀｲﾑ  ○ 

12 金 運動会総練習②③ 委員会活動  

Ｓﾀｲﾑ さつまいも収穫 2 年生 

○ 29 月 月例テスト週間 保育園と交流 1 年 ○ 

15 月 安全の日 Ｓﾀｲﾑ SC 来校 ○ 30 火 全校会礼  ○ 

16 火 
 

○ 31 水 Ｓﾀｲﾑ 社会科見学 3 年 ○ 
 


